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 「シダムシ」はヒトデの体腔内寄生虫である．その成体は甲殻類の特徴に乏しく，かろうじて幼生形

態によって甲殻綱蔓脚亜綱に分類されている．世界ではこれまでに約３０種のシダムシが報告されてお

り，そのすべてがヒトデの体腔内から発見されている．日本では以前から３種類のシダムシが知られて

いた．シダムシは完全な内部寄生虫であり，その成体はヒトデの体腔内にしか生息しないことから，ヒ

トデとシダムシがどのように種分化してきたのかは，専門家ならずとも，大変興味をそそられる問題で

ある．２１世紀になってから，日本において新種シダムシの発見が相次いでおり，現在６種のシダムシ

が入手可能である．そこで，遺伝子解析によってヒトデとシダムシそれぞれの系統樹を作成し、これを

比較することにより，宿主と寄生虫に共進化があったのか否かを検証することにした． 
なお、本研究はＪＳＴの中高生の科学部活動振興事業の支援を受けており，未だ遺伝子解析の環境を整

えているところである． 


